
 

今月のひとりごと 
「１最悪を想定し、２準備を怠りなく行い、３腹を括ると事は起こらない。」これは様々な問題が

起こったときに私がいつも考えていることです。すると不思議と大きな問題にはならずに済みます。

最近、たくさんの人が注視することは起こりにくいということが量子力学（多数が 1 つの現象を気

にすることで、粒子の動きが変わり、検査結果のデータが変わる物理現象）で証明されつつありま

す。だからこそ避難訓練等が重要なのでしょう。過度に恐れず正しく恐れることが大切ですね。  

好きなこと やろうぜ！ 
６月９日（日）、平戸文化センター大ホールにて、「第１９回平戸市

少年の主張大会」が行われました。本校からは、代表として６年森﨑結

仁くんが参加しました。題名は「好きなことやろうぜ！」です。自らや

る気を出し、当日までに何回も練習し、原稿をすべて覚えるだけでなく、

訴えかけるように話すこともできました。好きな野球を続けてきたおか

げで培うことができた様々なことを堂々と発表しました。「やってみな

ければ好きか嫌いかもわかりませんよ！」まさにその通りです。当日は、野球の試合での勝利にも貢献しており、八

面六臂の活躍でした。この経験は今後の人生に大きな影響を与えることでしょう。今の時期、経験は宝です。児童全

員が様々な場でたくさんの経験ができるといいですね。本当によく頑張りました。 

読み聞かせ 今年度もよろしくお願いします！ 
運動会も終わり、5 月 22 日（水）から

読み聞かせがスタートしました。今年度

も守山直美さん、永田米吉さんにお世話

になります。子供たちは毎週水曜日のこ

の日を楽しみにしています。途中でいろ

いろなことをつぶやいたり、感想を言い合ったりしながら和気あいあいと進め

ていただいています。ありがたいです。読書の最大の教育的効果は「子供たちを外へ連れ出すことができること」で

す。本を読むことを通じて、子供たちは今の自分とはまったく違う人の中に入り込むことを歓喜のうちに経験でき

ます。遠い国の、違う時代の、年齢も、性別も、人種も、宗教も、生活文化も全く違う人の中に入り込んでいって、

その人の身体を通じて世界を経験すること、自分の思い込み等を解放する方法としてこれに勝るものはありません。

ちなみに、私も子供が小さいころ毎日読み聞かせをしていました。男の低い声がより子供たちの心にすーっと入っ

ていきやすいということを聞いたことがあるからです。たしかに、子供たちはよく聞いてくれました。不思議とやん

ちゃな子供たちも読み聞かせだけは黙って聞くんですよね。読み聞かせの成功は、「これ読んで」と何回も何回も繰

り返し持ってくる本が出てくることだといわれます。御家庭ではどうでしょうか？ 
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今月のユーモア・考察講座 
 今回から、一服の清涼剤としてちょっとしたお笑いを提供していきます。暇つぶしにご覧ください。 

・童謡「犬のおまわりさん」で迷子の子猫ちゃんが泣いてばかりいるのは，おまわりさんが犬だからでは

ないだろうか。猫が犬から「ワンワンワワン、ワンワンワワン」と言われればそれは怖いだろう。 

・上半身が人，下半身が魚の生物は「人魚」という称号を与えられるが，上半身が魚，下半身が人だと

「半魚人」という汚名を与えられる。 

・昔の学園ドラマでは，同じクラスに大変頭のよいヒロインと勉強とは無縁の不良生徒が出てくるが，

よく同じ学校に入れたものである。 

 

子育ての知恵（ほめ方・叱り方編） 

〇よいほめ方・・「プロセスほめ」（努力・過程・試行錯誤した手順をほめる、頑張って最後までやりきったね・ 

失敗してもあきらめなかったね・いろんな方法を試したね） 

〇よくないほめ方・・「おざなりほめ」（具体性に欠ける、中身のない表面的なほめ方、すごいね・上手） 

「人中心ほめ」（性格・能力・外見等表面上の特徴をほめる、優しいね・頭がいいね・かわいいね） 

〇叱り方のヒント・・①親戚の子を預かっていると思う。②年齢が上がるにつれて叱る回数を減らす。③肯定 

文で言う言い方をしてみる。（走らない→歩こう、のぼっちゃだめ→おりてね、たたないで→すわって） 

〇評価の本質・・本来子供が求めているのは評価ではなく、何かを達成したとき、新しいことを発見したとき、 

うれしいことがあった時に、大好きな両親や先生とそれを共有すること。喜び・興奮・驚きなどといった感

情を、大切な人と一緒に分かち合うことで、自分の居場所があるという感覚が生まれ、幸せな気持ちになる。 

 


